
最低限のデータ移行

このくくりで

１つのプロシージャー

が生成される

ルックアップ

複数ルックアップ

ディメンションロード

ファクトロード

異なるデータソース間のロード

カスタムスクリプトは、

ETL基本形

複数テーブルExtract

（テーブル・ビュー数制限なし)

複数Transform

（Transform数制限なし)

（ルックアップ数最大10まで)

（各ジョブに１つまで)

（各ジョブに１つまで)

CSVからのロード

ETL処理内には入れられない
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CSV → →

→ → → → → → → → →

Extract → → → → →

Transform ⇔ → → → →

ルックアップ ⇔ → → →

Load →

→

→

→ →

カスタムスクリプト → → ⇔

一時テーブル → → → → → → →

                           ワークフローマトリックス表
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テーブル/ビュー

DimensionLoad

FactLoad

DBブリッジ
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